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(57)【要約】
【課題】　本発明は無機の塩化物及び臭化物化合物の群
からの少なくとも１つの物質で対流圏を富化することに
より対流圏の自己開始冷却方法に関する。
【解決手段】　この目的に用いる物質は次の諸特性：ガ
ス状であるか、500℃以下で気化性であるか、吸湿性で
あるか、加水分解可能であるかのうちの少なくとも１つ
を特徴としている。この目的に用いた物質の形成は、本
発明の方法において次の諸工程：塩水電解を用いて該物
質を形成する、燃焼プロセスの外部で該物質を形成する
、自由対流圏で該物質を形成するのうちの少なくとも１
つを特徴としている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対流圏の制御した冷却方法であって、対流圏は少なくとも元素の鉄と吸湿性塩又は塩溶
液の形で元素の塩素及び臭素の少なくとも１つとを包含するエーロゾルで富化されている
冷却方法において、酸化剤として酸素又はハロゲン炭化水素を用いての燃焼では生じない
塩素及び臭素化合物の群の少なくとも１つのガス状又は気化状ハロゲン含有物質を対流圏
に添加し、これによってハロゲン含有物質は次の諸特性：
　イ）20℃でガス状、ロ）500℃以下で気化性、ハ）50℃以上の測定し得る蒸気圧、ニ）
吸湿性、ホ）加水分解可能
の少なくとも１つを特徴とし、
　該ハロゲン含有物質の形成は次の諸行程：
　イ）塩水電解を用いることによりハロゲン含有物質の対流圏への放出、
　ロ）次の群：金属鉄、金属チタン、元素態ケイ素、鉄－ケイ素合金、鉄－チタン合金、
ケイ素－チタン合金、元素態硫黄、鉄－硫黄化合物特に硫化鉄（II）からの少なくとも１
つの物質とハロゲンである塩素及び臭素との少なくとも１つの反応を用いてハロゲン含有
物質の対流圏への放出
の少なくとも１つにより生起することを特徴とする対流圏の冷却制御方法。
【請求項２】
　ハロゲン含有物質の対流圏への添加は担体ガスで行なうか及び／又はハロゲン含有物質
を自由対流圏で形成することを特徴とする、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　１年当り100,000ｔ又はそれ以下の鉄装填量に地球規模で相当するエーロゾルで対流圏
を富化させ、エーロゾルの物質組成は、鉄及びハロゲンの群の元素とは別にして、ケイ素
、炭素、硫黄及び窒素の群の少なくとも１つの別元素を含有することを特徴とする、請求
項１又は２記載の方法。
【請求項４】
　エーロゾルでの対流圏の富化は、各々少なくとも１つの場合でしかも同時にしかも１つ
の担体ガス流中で、少なくとも１つの気化性及び／又はガス状ハロゲン含有物質及び少な
くとも１つの鉄含有物質の放出によって行ない、これによって担体ガス流を、収納（cont
ainment）に通して導通させあるいは担体ガス流は大気に通して自由に移動し、あるいは
担体ガス及びハロゲン含有物質と鉄含有物質との担体ガスへの導入場所は互いに関連して
移動し、
　ハロゲン含有物質及び鉄含有物質の吸収後のそれぞれの担体ガスを対流圏に放出するこ
とを特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項５】
　エーロゾルでの対流圏の富化は、各々少なくとも２つの別個の場所で及び／又は相異な
る時間で１つの担体ガス流中に、少なくとも１つの気化性及び／又はガス状ハロゲン含有
物質と少なくとも１つの鉄含有物質との導入により行ない、
　これによってそれぞれの担体ガス流をそれぞれの導入場所で収納に通して導通させ、あ
るいはそれぞれの担体ガス流は大気に通して自由に移動しあるいはそれぞれの担体ガス流
及び担体ガスへのハロゲン含有物質及び鉄含有物質のそれぞれの導入場所は互いに関連し
て移動し、
　ハロゲン含有物質及び鉄含有物質の吸収後のそれぞれの担体ガスを対流圏に放出するこ
とを特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項６】
　鉄含有物質をエーロゾルの形で担体ガスに添加することを特徴とする請求項４又は５記
載の方法。
【請求項７】
　ハロゲン含有物質はFeCl3、FeCl3×6H2O、FeBr3、FeB3×6H2O、SiCl4、SiBr4-Br2、Cl2
、BrCl、S2Cl2SCl2、S2Br2、SBr2、HBr、HCl、NH4Cl、NH4Br、塩化オキサリル、臭化オキ
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サリルの群から選ばれることを特徴とする請求項１～６の何れか１項に記載の方法。
【請求項８】
　鉄含有物質は鉄（II）塩、塩化物無含有鉄（III）塩、鉄カルコゲナイド及び鉄塩の混
合物、鉄塩溶液及び海水塩と海水との鉄カルコゲナイド懸濁物の群から選択されることを
特徴とする請求項１～６の何れか１項に記載の方法。
【請求項９】
　エーロゾルはシュウ酸塩及び／又はシュウ酸を含有することを特徴とする請求項３記載
の方法。
【請求項１０】
　排気ガス流及び／又は航空機又は船舶の空気流又は回転羽根での風又は風力設備の塔で
の風を担体ガスとして用いることを特徴とする請求項１～９の何れか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　塩水電解によって形成されるハロゲン及びハロゲン間組成物を直接対流圏に放出するこ
とを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１２】
　海水を塩水電解に用い、塩水電解で生成したブラインを海洋に通送することを特徴とす
る請求項11記載の方法。
【請求項１３】
　塩水電解で生成したハロゲンは、金属鉄、金属チタン、硫化鉄（II）、ケイ化鉄、鉄－
チタン合金及び元素態ケイ素の群からの少なくとも１つの固体物質との反応により、鉄（
III）ハロゲン化物、ケイ素テトラハロゲン化物、チタンテトラハロゲン化物及び硫黄ハ
ロゲン化物の群からの少なくとも１つのガス状化合物に転化され、これによって１つ又は
それ以上のガス状化合物を担体ガスと共に対流圏に直接放出することを特徴とする請求項
２記載の方法。
【請求項１４】
　塩水分解で生成したハロゲンは、少なくとも１つの鉄化合物含有溶液との反応により、
沈降した鉄カルコゲナイド含有懸濁物との反応によりあるいは元素態硫黄含有溶融物との
反応により、塩化物類の群の１つ又はそれ以上のハロゲン化物化合物に転化され、これに
よって１つ又はそれ以上のハロゲン化物化合物を担体ガスと共に対流圏に直接放出するこ
とを特徴とする請求項２記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の技術的方法は、ハロゲン含有吸湿性エーロゾルでの富化により対流圏の自己開
始（self-initiated）冷却方法に関する。本法は無機塩素及び臭素化合物の群から選んだ
少なくとも１つのガス状又は蒸気状（気化性）物質の対流圏への添加に基づく。
【背景技術】
【０００２】
　対流圏における温室ガスの二酸化炭素及びメタンの自己開始分解するためには及び気候
を冷却する目的のために反射する雲を形成するためには、特許文献１、特許文献２及び特
許文献３で以下のことが提案されており、煙ガスが言わゆる保護物質及び不可欠元素の群
から、特に酸化鉄及び／又は酸化チタンの群から及び場合によっては追加的に硫酸塩、塩
化物及び二酸化ケイ素の物質のうちの１つと共に前記群からの物質で富化されるように、
燃焼に燃料添加剤又は添加剤を用いることによりモーター又は油バーナーにおける燃焼プ
ロセスからの煙ガスを変性することが提案されている。これらの化合物で富化した排気ガ
スは、対流圏の個々の体積要素（volume elements）をこれらの化合物で富化する目的で
次いで対流圏に放出されるものである。
【０００３】
　気候を冷却するため且つ地球の反射を強化するために反射の形成を開始し且つこれによ
って海水の噴霧化によって雲を冷却することが科学的な側面から提案されている。海塩（



(4) JP 2012-514450 A 2012.6.28

10

20

30

40

50

see salt）エーロゾルは雲の凝縮種子として作用する海水の噴霧によって形成される。海
塩エーロゾルは大気中に雲の形成を開始しうるけれども、誘発した雲は然るに高い反射を
有する雲型のものでなくそれ故低い効果の雲型である。
【０００４】
　小さなエーロゾル粒子から成る単純な塩エーロゾルを製造する既知の方法は機械的な射
出方法により例えばノズルによる噴霧により又は超音波振動により製造できる。然しなが
らこのエーロゾル型式は吸湿性塩の塩エーロゾルの製造には容易に用いることはできない
。何故ならばこれによって形成したエーロゾル粒子は意図した用途には不適であるからで
あり：これによって形成したエーロゾル粒子の大部分は、加速した速度で沈降する粗い粒
子又は液滴よりなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】国際公開第 WO 03／013698　A2号
【特許文献２】国際公開第 WO 2008／006364号
【特許文献３】独国特許出願公開 DE10 2209 004,281A1
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の方法は無機ハロゲン含有物質の使用により気候の問題を解決する。技術的経路
及び包含する技術的教示は、対流圏が燃焼なしに製造される気候冷却用ハロゲン化物で如
何に富化し得るかについて開示している。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の方法によると、ガス流、場合によっては中温の又は低温のガス流にガス状又は
気化性無機ハロゲン含有物質を装填する。ハロゲン化したガス流は続いて対流圏に放出す
る。本発明のエーロゾルが形成されるガスあるいは本発明のエーロゾルを添加するガスは
こゝでは担体ガスと呼ばれる。こゝでは担体ガスは、大地で又は水中で又は空気中で移動
中にビヒクルによって通送する空気を包含すると一般に理解される。これはかゝるビヒク
ルを通って流れるか又は該ビヒクルから出て行く排気ガスにもまた適用される。風又は煙
ガス、排気ガス又は排気空気は、本法を固定した場所で行なう時担体ガスとして作用し得
る。それらの例は煙突及びチムニーからの排気ガス及び冷却塔からの排気空気である。
【０００８】
　担体ガスに添加されるハロゲン含有物質は次の特性：
イ)20℃でガス状、ロ)500℃以下で気化性、ハ)50℃以上の測定しうる蒸気圧の少なくとも
１つを特徴とし、塩素及び臭素の群のハロゲン化化合物に専ら関する。
【０００９】
　更に、ハロゲン含有化合物は次の特性：イ)吸湿性、ロ)天然に産生する又は人工的な大
気成分と吸湿性又は加水分解性反応生成物の形成の少なくとも１つを有する。
【００１０】
　更に、本発明のプロセス流で用いたハロゲン含有物質の形成及び放出は、ハロゲン含有
化合物が、酸素又は酸素担体又はハロゲン化炭化水素を酸化剤として用いる燃焼設備では
製造されないという特性を特徴としている。
【００１１】
　更に、プロセス流は次の諸工程：
イ)塩水電解の使用によりハロゲン含有物質の対流圏への放出、
ロ)金属鉄及びその合金とハロゲンとの反応、元素態シリコーン及びその合金とハロゲン
との反応及び金属チタン及びその合金とハロゲンとの反応の群の少なくとも１つの反応の
使用によりハロゲン含有物質の対流圏への放出、
ハ)担体ガスの使用によりハロゲン含有物質の対流圏への放出、
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ニ)自由対流圏でのハロゲン含有物質の形成
の少なくとも１つを特徴とする。
【００１２】
　本発明者の研究が示した所によれば、元素の鉄は別として、適当な化合物又は組成物で
の元素の塩素及び臭素はそれらの作用の物理的、光化学的、触媒的及び生物学的メカニズ
ムの故に自然の気候冷却に最も有効な元素であり：塩化物の形での塩素と関連して鉄塩の
形の鉄は対流圏の日光での光－フェントン－プロセス（Photo-Fenton-Process）により塩
素ラジカルとヒドロキシルラジカルとを放出し、該ラジカルは就中添附図面の図解式によ
り対流圏中でメタンの酸化を開始する。鉄は塩化物及び臭化物の光酸化により対流圏中で
上昇した濃度の塩素ラジカル、臭素ラジカル及びヒドロキシルラジカルを発生する。塩素
、臭素及び塩化臭素且つまた照明時のそれら自身での硫黄ハロゲン化合物は対流圏にハロ
ゲンラジカルを放出する。これらのラジカルは、特に水素抽出により、温室活性物質メタ
ン及びオゾンの濃度を低下させ並びに媒煙の型式の暗色カーボンエーロゾル及び腐植物質
(humic substance)－様材料の１つを低下させる。水素抽出は酸素の攻撃による分解及び
加水分解を開始する開始反応である。
【００１３】
　オキシレートの形での炭素及び他のカルボキシレートの形での小規模の炭素はこれらの
プロセスを活性化する。鉄は別として、シリコンは伝播を助力し、これによって緑プラン
クトンの同化を助力する。
【００１４】
　吸湿性の鉄（III）塩エーロゾルは、上昇した凝縮種子密度により雲の形成速度、特定
の雲の反射及び雲の被覆を増大させ、これによってそれらの増大した反射の故に追加の冷
却効果の引き金となる。鉄エーロゾルによって生起される小滴凝固の遅延は雲中の垂直流
を活性化し、これによって氷の結晶形成を促進する。雲中の氷形成は雪結晶の表面上に延
びる鉄ハロゲン化物溶液製の液体被覆の凍結濃縮を生起する。鉄ハロゲン化物溶液の凍結
濃縮は冷却活性の光－酸化プロセスの追加の活性化を開始する。
【００１５】
　最後に、成長促進希元素として、可溶性鉄塩及び酸化的に結合したケイ素のエーロゾル
からの沈澱は海洋におけるケイソウ植物塊鉄（diatom blooms）を促進し、同化性二酸化
炭素の有機炭素塊への転換及び方解石及びあられ石製の動物、植物及び細菌の殻、骨格及
び足場物質の追加の形成と共に代謝性二酸化炭素の炭酸塩炭素塊への転換を増大させる。
これによって沈降後に石灰石、メタンハイドレート及びケロゲン（kerogen）の形で海洋
床の永久沈着物に結合した炭素の形成速度をも増大させる。
【００１６】
　元素の鉄（Fe）及び元素の塩素（Cl）及び臭素（Br）は別として、元素の炭素（Ｃ）及
びケイ素（Si）はそれ故次に活性成分として呼ばれる。何故ならこれらは有効な化合物又
は組成物として特に気候の冷却に寄与するからである。
【００１７】
　請求項１に記載される本発明の方法について、これらの活性元素は次の物理的特性を有
する物質として用いる：これらはガス状であるか又は500℃以下の沸点を有し又は500℃以
下且つ40℃以上の測定しうる蒸気圧を有する。好ましい活性元素の化合物は次の群：FeCl

3、FeCl3×6H2O、FeBr3、FeBr3×6H2O、SiCl4、SiBr4、Br2、Cl2、BrCl2、SCl2、S2Br2、
SBr2、HBr、HCl、NH4Cl、NH4Br、海塩、塩化オキサリル、臭化オキサリル、シュウ酸、塩
化ホルミル、ギ酸、シュウ酸アンモニウム、ギ酸アンモニウムの化合物である。場合によ
っては、揮発性の酸及び塩基又は揮発性塩基及び酸の前駆体、例えばNH3及びそれらの水
溶液、(NH4)2CO3及びSO2を、活性元素含有エーロゾルのpH値調整用に用いる。
【００１８】
　少なくとも１つの結合した活性元素は、これによってスチーム、溶融物、溶液、分散液
、霧状物、固体担体上の溶融物及び／又は固体担体上の固体の１つ又はそれ以上の状態に
あり、しかも活性元素が担体ガスと一緒になって活性元素含有ガス混合物を形成するよう
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な仕方で担体ガスと接触させて好ましくは500℃以下の温度にある。活性元素の鉄をハロ
ゲン化鉄（III）スチームとして担体ガスに加える全ての場合において、接触温度は、乾
燥ガス中のFeCl3スチームとしての鉄の濃度が担体ガスの質量％当り少なくとも10-4質量
％の鉄であるように好ましくは選択される。接触温度は担体ガスを塩化鉄（III）と接触
させる場所で存在する温度を示すのに意味するものである。
【００１９】
　中温又は高温の担体ガスは、担体ガスの熱分を活性元素組成物の蒸発に用いようとする
時に必要であるに過ぎない。
【００２０】
　活性元素化合物をガスとして開始から適当な担体ガスに添加する時には、低温担体ガス
も使用し得る。
【００２１】
　担体ガス中の個々の活性元素の濃度は、担体ガスにそれらの添加により制御されるのが
好ましい。担体ガスは既定の濃度で全ての活性元素で富化されるのが好ましい。活性元素
で富化した担体ガスを次いで対流圏に放出する。少なくとも１つの活性元素化合物の冷却
、加水分解又は化学反応のプロセスの１つ又はそれ以上により、活性元素は既に担体ガス
中にあるか又は対流圏への放出時にあるか又は大気内のみにある活性元素はガス相からエ
ーロゾル相に移行でき、その粒子又は小滴は１つ又はそれ以上の相から成り得る。後者は
加水分解した液相、固体乃至液体の塩型相又は液体の塩溶液相よりなり得る。
【００２２】
　煙ガス又は別のガス流を担体ガスとして用いる。本発明のプロセスは対流圏へのエーロ
ゾル放出が少なくとも１つの場所から生起するが、好ましくは若干の固定及び／又は若干
の移動中の場所から生起することを更に特徴としている。永久に活性な元素を含有するガ
ス、例えば元素態塩素、臭化水素又は塩化水素はこれらを対流圏に添加する前に担体ガス
流に添加するのがまた好ましい。
【００２３】
　単位時間当りに放出される担体ガス中の活性元素含有化合物の質量及び／又は活性元素
含有化合物の濃度は、国、地方及び／又は場所の場合によっては存在する法定の放出規制
に違犯しないような仕方で本発明の方法により計量するのが好ましい。この規定下では、
活性元素含有エーロゾルの濃度は、放出した活性元素質量と放出した担体ガス質量との選
択した比率が少なくとも10-6であり好ましくは10-5を超えるように測定するのが好ましい
。遠隔地域での活性元素放出の濃度は、適当な暴風雨の天候条件により、10の放出された
活性元素質量と放出された担体ガス質量との比率に明白に達し得るが、好ましくは10の比
率を超えるべきではない。放出された活性元素質量と放出された担体ガス質量との好まし
い比率は10-5と10-3との範囲にある。
【００２４】
　本発明の方法によりハロゲン含有エーロゾルが担体ガス中に形成されるかあるいは対流
圏への担体ガスの少なくとも導入直後に生成されるものである場合には、担体ガス中の活
性元素の質量比は規定の限度内にあるのが好ましく：元素の臭素の部分は担体ガス中の塩
素含量の１％以下であるべきである。塩素含量は担体ガス中の鉄含量よりも大きくあるべ
きである。シュウ酸塩及びギ酸塩の形の炭素含量は鉄含量よりも小さい。ケイ素（Silico
ne）添加剤を選択する場合には、ケイ素含量は鉄含量と同じであるか又は鉄含量よりも大
きくあるべきである。
【００２５】
　ハロゲン含有塩エーロゾルの形成がハロゲン成分又は鉄成分又は他の関連ある成分の導
入の場所から離れて行われる時、対流圏への担体ガス導入の場所でこれらの質量比から完
全に逸脱し得る。ハロゲン化鉄含有エーロゾルにより対流圏からハロゲンを洗い出すこと
によってハロゲン損失の遅延は不完全であるので、鉄含有エーロゾルのハロゲン化物含量
は連続的に減少する。同様に、シュウ酸塩の炭素含量は酸化損失により低減し、鉄又はケ
イ素含量は洗い出し損失により低減する。
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【００２６】
　それ故、最適なエーロゾル含量の維持及び対流圏エーロゾルの最適な組成の維持には、
特にその鉄、ハロゲン及びシュウ酸塩含量の維持には、
　ａ）既定の目標組成への差異を測定するために、地球規模で分布したエーロゾル測定場
所のネットワーク且つまた例えば衛星に基いた分析プロセスを用いることによりエーロゾ
ルの含量及び組成を測定し：
　ｂ）既定の目標組成への差異に応じて、対流圏へのガス状、蒸気状又はエーロゾル状添
加剤の欠失成分の適当な導入を行なう
ことが本発明の方法の重要な要旨である。
【００２７】
　対流圏中での微細な粒子エーロゾルの滞留時間は数ヶ月～数年である。それ故対流圏は
多少とも混合した均一な化学－物理的反応空間であると考えられる。
【００２８】
　それ故対流圏への添加剤の導入は何れの場所からも実施し得る。これ並びにハロゲン含
有エーロゾルの導入は担体ガスにより好ましくは生起する。対流圏のエーロゾルからハロ
ゲン損失の補填には、ガス状及び蒸気状ハロゲン含有化合物例えば塩素、臭素、塩化臭素
、酸化塩素、酸化臭素が好ましい。対流圏のエーロゾルから鉄損失の補填には、蒸気とし
て塩化鉄（III）及びエーロゾルとして塩化鉄（III）の溶液並びに他の鉄塩並びに酸化鉄
（II）水和物及び硫化鉄（II）の沈澱した懸濁物が好ましい。対流圏のエーロゾルからシ
ュウ酸塩減損を補償するには、蒸気状のハロゲン含有化合物、例えば塩化オキサリル、シ
ュウ酸、シュウ酸アンモニウムが好ましい。対流圏のエーロゾルからケイ素の減損を補償
するには、蒸気状のハロゲン含有化合物例えば四塩化ケイ素及び四臭化ケイ素が好ましい
。
【００２９】
　本発明者自身の研究によると、請求項１に記載される本発明の方法の変法により製造さ
れるエーロゾル粒子の粒径は、空気中で30％以下の相対湿度で１マイクロメーター以下で
十分にある。この粒度ではエーロゾルは１年以上であり得る大気中の最大滞留時間を有す
る。水と接触しているハロゲン、鉄及びシュウ酸塩含有エーロゾル粒子のpH値がpH4.5以
下でpH０以上である時は、対流圏の水蒸気用の凝縮種子として最大の効果を有する。約pH
4.5と約pH2.5との間のこのpH範囲内では、図面の図解式で説明される光－フェントン－反
応周期において塩素ラジカル形成とヒドロキシルラジカル形成とが最適である。
【００３０】
　対流圏に入来する担体ガスに活性元素を添加することは、次の要領で請求項１に記載さ
れる本発明の方法の好ましい変更例により生起する：
　活性元素を含有する微細な粒子のエーロゾルの本発明による製造の最も有効でしかも好
ましい変更例は、最初は完全に蒸気状の物理状態で担体ガスに添加されあるいはガスとし
て担体ガスに導入されるような仕方で活性元素化合物の担体ガスへの導入である。この要
領で、全ての活性成分を担体ガスに導入できる：鉄好ましくはFeCl3としての鉄、ケイ素
好ましくはSiCl4としてのケイ素、塩素好ましくはFeCl3、Cl2、BrCl又はSiCl4としての塩
素、臭素好ましくはSiBr4、Br2、BrClとしての臭素及び炭素好ましくは塩化オキサリル、
シュウ酸又はシュウ酸アンモニウムとしての炭素。
【００３１】
　活性元素の塩素及び臭素の導入はハロゲン化水素の形で又は他の無機揮発性化合物の形
で例えばハロゲン化硫黄の形で行われ得る。活性元素化合物の担体ガスへの導入は、活性
元素化合物のガス相中への加減した移行及び形成された活性元素ガス相の担体ガス中への
放出により好ましくは生起する。液体、溶液、溶融物又は固体としての貯蔵容器にそれぞ
れ提供される活性元素化合物は例えば電気的な加熱要素により又は単位時間当りそれぞれ
制御した質量で誘導的に気化させることができ、しかる後に得られる活性元素の蒸気を担
体の空気流に導入できる。ガス状の元素態ハロゲン及び塩化臭素を生成する手段として塩
溶液の電解が特に好ましい。
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【００３２】
　活性元素組成物を担体ガスと接触させる別の好ましい方法は灯心（wick）法である。高
温の担体ガス例えば燃焼プロセスからの排気が入手可能である時に該方法を用い得る。灯
心として作用するコードを、液体又は溶融物として貯蔵容器にそれぞれ存在する活性元素
組成物に通して導通し、該コードは次いでそれぞれの液体と共に灯心を成し、続いてこれ
に付着した活性元素組成物が完全に蒸発するような仕方で担体ガスと接触させる。別の好
ましい可能性は、液体、溶液、溶融物又は加熱した固体として存在する活性元素組成物が
見出される貯蔵容器にそれぞれ測定したガス流のそれぞれの導通である。計量したガス流
はこれによって既定の温度でそれぞれの活性元素組成物で飽和し然る後に担体ガス流中に
導入する。例えばシュウ酸はギ酸中及び／又は水中の溶液として灯心に施用し得る。
【００３３】
　好ましい活性元素組成物FeCl3、SiCl4、SiBr4、塩化オキサリルシュウ酸、シュウ酸水
溶液及びギ酸は、特に高温では高度に腐食性の液体であることを考慮しなければならない
。高温の活性元素組成物との接触に適当な材料は、例えばセラミックス、ガラス、エナメ
ル又は特殊鋼であり、例えばガラス又はセラミック繊維が心部材料として適当である。前
記の材料とは別にして、耐蝕性のプラスチック、例えばポリオレフィン、ポリ塩化ビニル
及びテフロン（登録商標）が相応に低い温度負荷で適当である。
【００３４】
　遅くとも、場合によっては冷却する大気中に担体ガス流の進入後には、FeCl3、SiCl4及
びSiBr4はFeCl4×6H2O、Si(OH4)、HCl及びHBrを形成することにより加水分解する。pH２
とpH4.5との間のわずかに酸性の範囲にあるエーロゾルの特に好ましいpH値は所要ならば
ガス状アンモニアの添加により調節できる。
【００３５】
　元素として添加したハロゲンは対流圏への進入後にのみ、ラジカルへの光分解の分裂を
受ける。その後ラジカルは還元性雰囲気の成分によってハロゲン化水素に還元され、その
後に鉄塩含有エーロゾルによりハロゲンラジカルに再び酸化される。
【００３６】
　ハロゲン化物含有鉄塩から光分解のハロゲンラジカル分裂によりハロゲン化物減損の補
充には、対流圏をハロゲンで富化して鉄塩エーロゾルのハロゲン減損を平衡させるのが有
利である。これはガス状ハロゲンの添加により達成するのが最も有利である。この目的に
は特に海水の電解が好ましい。海水の電解は気候に対して特にエネルギー有効性で且つ有
利に実施でき：海水の電解中の生成物ａ）～ｃ）が形成される。
【００３７】
　生成物ａ）は、鉄塩エーロゾルのハロゲン減損を釣合せるために対流圏中に適当な担体
ガス流によって放出されるガス－蒸気混合物の形での塩素、臭素及び塩化臭素よりなる。
主として、ハロゲンは対流圏での日光の影響下でメタンと反応してハロゲン化水素と二酸
化炭素とを形成する。次いで形成されたハロゲン化水素はエーロゾルの鉄含量と共にハロ
ゲン化鉄塩を形成する。
【００３８】
　生成物ｂ）は液体水溶液の形でアルカリ金属水酸化物とアルカリ金属炭酸塩とを含有す
るブラインよりなる。この溶液は好ましくは海洋中に放出するのが好ましく、そこでアル
カリ土類炭酸塩として海水中に過剰に存在する炭酸を沈澱させる。沈澱したアルカリ土類
炭酸塩は海洋床に沈下し、そこで石灰及びドロマイト沈降物として残留する。
【００３９】
　生成物ｃ）はガス状水素よりなる。水素は好ましくは燃料電池に導入される。そこで電
力の発生下に酸素又は空気と共に水に転化される。電力は電気エネルギーの市場に移送で
きあるいは再び海水の電解に用い得る。
【００４０】
　電解的に製造した水素はまた熱の発生用に燃焼させ得る。製造した熱は、担体ガス流に
蒸気形で添加したハロゲン組成物が本発明の方法により電解的に製造したハロゲンから製
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造される反応器の予熱に用い得る。ハロゲン組成物はハロゲン化合物のハロゲン化鉄（II
I）、四ハロゲン化ケイ素、及びハロゲン化硫黄であるのが好ましい。それぞれの抽出物
を製造するためには、鉄屑、チタン屑、硫黄鉄、ケイ酸鉄、ケイ酸チタン、ケイ素の群か
ら選んだ好ましくは少なくとも１つの単一の固体抽出物を各々個々にあるいは幾つか組合
せての何れかでしかも１つの反応器中で好ましくは400～650℃の温度に予熱し、その後に
電解的に製造した塩素ガスをこの温度範囲内でそれぞれの反応器に通送する。前記のハロ
ゲン化物がこれによって蒸気として発熱反応で形成され、これを本発明の方法により担体
ガスに直接添加し得る。好ましくは、塩素ガスの導入は、製造したハロゲン化物蒸気が未
だ未転化の塩素ガスの一部を含有するような仕方で投与される。塩素ガスを注入した元素
態硫黄溶融物もまたハロゲン化硫黄の蒸気の製造用原料化合物として適当である。
【００４１】
　担体ガス中で活性元素含有エーロゾルの余り好ましくない機械的製造はハロゲン含有化
合物のガス相への転化が不完全であるか又は全く生起しないかあるいは自由対流圏でのみ
ハロゲン塩に転化されるものであるこれらの未蒸発の鉄化合物をエーロゾル形に転化させ
る本発明の方法の変法である。然しながらこの変法をこゝに記載する。何故ならば、工業
用副生物の導入には適しているからであり、例えば酸洗いプラント又は水処理プラントか
らの沈澱した微粒子の酸化鉄水和物スラッジ並びにガスの脱硫からの硫化鉄スラッジとし
て沈澱した硫化水素及び本発明の方法の枠組み内で有利な使用のため鉄酸洗いからの及び
二酸化チタン生成物からの二価鉄の塩及び塩溶液の導入に適している。
【００４２】
　エーロゾルの形成は、これによって好ましくは20質量％以下の単一蒸気残渣を含有する
水溶液又は水性分散物の担体ガス中への強力な霧状化によって生起する。活性元素の鉄は
それによって、複数相の溶解した塩化鉄（III）、溶解した臭化鉄（III）、溶解した塩化
鉄（II）、溶解した臭化鉄（II）、硫酸鉄（II）、硫酸鉄（II）アンモニウム、懸濁した
酸化鉄（III）水和物、懸濁した硫化鉄（II）の１つ又はそれ以上に存在する。
【００４３】
　エーロゾルの機械的形成用の既知方法それ自体においてそのうち、例えば圧縮空気での
霧状化、単一化合物の加圧ノズルでの霧状化、２つの物質のノズルでの霧状化、エアブラ
シでの霧状化、機械的霧状化、回転円板での霧状化、ノズルでの霧状化又は超音波周波数
範囲で振動するバイブレーターによる霧状化の既知方法を用い得る。霧状化すべき塩溶液
中の好ましい気化残渣濃度は0.01～20％である。0.5％～10％の噴霧すべき液体中の気化
残渣濃度が特に適している。適当な方法を介して、例えば超音波噴霧化によりあるいはジ
ェットポンプの原理により２つの物質のノズルの使用で特に高い相関的な速度で流動する
ガスの使用により、特に微細な噴霧化小滴を製造することができる場合には、該小滴は例
えばジェットエンジンの廃ガスジェット流で運搬ガスとして用いられるので、20％までの
噴霧化すべき液体における気化残渣濃度でさえ十分に小さな粒子を達成できる。
【００４４】
　最後に、担体ガスを水性エーロゾルで富化した並びに反応性ガス又は蒸気で富化した方
法の変更例の組合せを行うことができる。
【００４５】
　塩エーロゾル、ハロゲン化水素又は鉄カルコゲナイドエーロゾルで既に富化された担体
ガスも本発明の方法には適当である。即ち、例えば、ハロゲン源として海水の噴霧化によ
って製造された塩エーロゾル含有担体ガス流は、本発明により、複数成分の鉄塩、硫化鉄
、酸化鉄水和物及びケイ酸（salicic acid）のうちの少なくとも１つを含有するエーロゾ
ルで富化し得る。ハロゲン無含有鉄含有塩又はカルコゲナイドエーロゾルで既に富化され
た担体ガスについては、Cl2、Br2、BrCl、HCl、HBr、SiCl4、SiBr4、塩化オキサリル、シ
ュウ酸及びギ酸の群からのガス状ハロゲン化水素添加剤の１つ又はそれ以上が適当である
。何故ならそれらの酸性加水分解生成物及び／又は酸化能力はハロゲン化物無含有エーロ
ゾルを少なくとも一部は塩化鉄塩に転化するのに適しているからである。
【００４６】
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　反射性の雲を形成できしかも温室ガスのメタン及びオゾンの光分解がハロゲン、ハロゲ
ン化物及び／又は鉄塩含有ガス、スチーム及び／又はエーロゾル放出物（emission）の対
流圏への進入直後に開始するのは新規方法の特別な利点である。
【００４７】
　シュウ酸及びその塩は、残りの有機物質と対比すると上昇した濃度で有機放出物の天然
酸化生成物として大気中に生起するので本発明で生成したエーロゾルに該物質を添加する
のは絶対に必要ではない。然しながら、シュウ酸の転化は所望のラジカル形成に有益に作
用する。更には、対流圏における塩化物濃度及び臭化物濃度の増大は、鉄塩エーロゾルの
増大部分がハロゲン化物の塩として存在することを得る。塩化物は光－フェントン－酸化
（Photo-Fenton-Oxidation）サイクルにおいてシュウ酸塩の酸化に対して保護を提供する
。何故なら光－フェントン－酸化サイクルにおいて塩化物から鉄への電子移動はシュウ酸
塩から鉄への電子移動よりも好ましいからである（添附図面の図解式）。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】光－フェントン－酸化サイクルの図解図
【００４９】
　鉄塩含有エーロゾルが放出される担体ガス流は、それが中温又は高温の廃ガス流である
時、大地から、塔から、船舶から又は浮動プラットホームから対流圏中に主に垂直な方向
で好ましくは吹出される空気流又は廃ガス流であるのが好ましい。鉄塩含有エーロゾルは
廃ガスを有する飛行機から、高温の気球から又は高温の空気飛行船から対流圏に吹出され
るか又は放出されるのが好ましい。好ましい放出器（エミッター）は風タービン、特に風
が吹出される時のそれらの羽根の端部である。適当な制御により本発明の方法は、風の速
度が20km／時の最低値に達した時しかも場合によっては風の方向が場所に応じて適当な値
を有する時賦活化されるに過ぎない。エーロゾル量又はエーロゾル前駆体量の投与はかゝ
る場所では風の速度に関係して好ましくは選択される。
【００５０】
　塩エーロゾルを機械的方法によって製造し得る溶液中に含有される特に適当な鉄塩は三
価及び／又は二価鉄のシュウ酸塩、塩化物、臭化物、硝酸塩、硫酸塩、ローダナイド、硫
酸アンモニウム塩である。
【００５１】
　塩エーロゾルを機械的方法によって製造し得る溶液中に含有される特に適当な塩化物塩
は鉄、ナトリウム、アンモニウム、カルシウム及びマグネシウムの塩化物である。
【００５２】
　塩エーロゾルを機械的方法により製造し得る溶液に含有される特に適当な臭化物塩は、
鉄、ナトリウム、アンモニウム、カルシウム及びマグネシウムの臭化物である。
【００５３】
　塩エーロゾルを機械的方法により製造し得る溶液に含有される特に適当な硫酸水素塩(h
ydrogen sulphates)及び硫酸塩は鉄、ナトリウム、アンモニウム、鉄アンモニウム、ミョ
ウバン（alum）及びマグネシウムの硫酸水素塩及び硫酸塩である。
【００５４】
　塩エーロゾルを機械的な方法により製造し得る若干の溶液に含有される特に適当な炭酸
はシュウ酸である。その塩及び鉄との複合体及びナトリウム及びアンモニウムとのその塩
はエーロゾル成分として適当である。
【００５５】
　エーロゾル粒子は高度に反射性の長期寿命の雲用の形成剤として特に次いで最適な効果
を有し且つまたエーロゾル粒子の濃厚な水溶液の氷形成が０℃以下の出来るだけ離れてあ
る温度で生起する時対流圏のメタンの分解に高度の効率を有することが見出された、エー
ロゾル粒子の有利な特性は次いで1)エーロゾル粒子が特に吸湿性である時及び2)噴霧化し
た塩溶液が4.5と０との間のpH値を有する時に達成し得ることが見出された。
【００５６】
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　放出されるエーロゾルの組成物中の水含量及び他の成分を考慮することなしに且つまた
それらがガス又は蒸気から又は機械的な燻蒸から発生するかどうかとは独立して、元素の
鉄、塩素、硫黄、シュウ酸塩－炭素及び臭素の好ましい割合は次の通りである：
　鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％に等しいか又はそれより多い
　塩素＋硫黄＋シュウ酸塩－炭素＋ケイ素　　90％に等しいか又はそれより小さい
　臭素　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％に等しいか又はそれより小さい
　これらの要件に合致する例示的な処方物を次に記載するが、該処方物からは機械的な噴
霧化により生成されるエーロゾルの形成に適当である水溶液又は懸濁物を製造できる：
実施例１
　例示的処方物１：
　　　塩化鉄（III）　　　　　　　　　　　　　１重量部
　　　臭化鉄（III）　　　　　　　　　　　　0.01重量部
　　　シュウ酸アンモニウム　　　　　　　　　0.1重量部
実施例２
　例示的処方物２：
　　　塩化鉄（II）　　　　　　　　　　　　　 １重量部
　　　臭化鉄（II）　　　　　　　　　　　　 0.01重量部
　　　シュウ酸アンモニウム　　　　　　　　 0.05重量部
実施例３
　例示的処方物３：
　　　海塩（sea salt）　　　　　　　　　　　 １重量部
　　　硫酸鉄（III）　　　　　　　　　　　　 0.1重量部
　　　シュウ酸アンモニウム　　　　　　　　 0.05重量部
実施例４
　例示的処方物４：
　　　海塩　　　　　　　　　　　　　　　　　 １重量部
　　　硝酸鉄（III）　　　　　　　　　　　　 0.1重量部
　　　シュウ酸アンモニウム　　　　　　　　 0.05重量部
実施例５
　例示的処方物５：
　　　海塩　　　　　　　　　　　　　　　　　 １重量部
　　　硫酸鉄（II）　　　　　　　　　　　　　0.1重量部
　　　塩化水素　　　　　　　　　　　　　　 0.01重量部
　　　シュウ酸アンモニウム　　　　　　　　 0.05重量部
実施例６
　例示的処方物６：
　　　海塩　　　　　　　　　　　　　　　　　 １重量部
　　　硫酸鉄（III）アンモニウム　　　　　　 0.1重量部
　　　塩化水素　　　　　　　　　　　　　　 0.01重量部
　　　シュウ酸アンモニウム　　　　　　　　 0.05重量部
実施例７
　例示的処方物７：
　　　海塩　　　　　　　　　　　　　　　　　 １重量部
　　　硫化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　0.2重量部
　　　塩化水素　　　　　　　　　　　　　　 0.01重量部
　　　シュウ酸アンモニウム　　　　　　　　　0.1重量部
実施例８
　例示的処方物８：
　　　海塩　　　　　　　　　　　　　　　　　 １重量部
　　　酸化鉄水和物　　　　　　　　　　　　　0.2重量部
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　　　元素態硫黄　　　　　　　　　　　　　　0.1重量部
　　　塩化水素　　　　　　　　　　　　　　 0.01重量部
　　　シュウ酸アンモニウム　　　　　　　　　0.1重量部
実施例９
　例示的処方物９：
　　　海塩　　　　　　　　　　　　　　　　　 １重量部
　　　塩化鉄（III）　　　　　　　　　　　　 0.2重量部
　　　元素態硫黄　　　　　　　　　　　　　　0.1重量部
　　　SiO2として算出したゲル形のケイ酸　　　0.2重量部
　　　シュウ酸　　　　　　　　　　　　　　　0.1重量部
　実施例１及び２の処方物は、グラウンド基質の放出設備からの担体ガス流と共に、好ま
しくは中温煙ガス及び中温廃気及び廃ガス流の放出源により担体ガス流と共に本発明のエ
ーロゾルの放出に好ましい。用いた運搬ガスは、硫酸塩及び硫酸水素塩として、本発明の
エーロゾルとの接触で迅速に吸収される二酸化硫黄と空気からの酸素とを好ましくは含有
する。かゝる放出設備を定置した都会地域の上方では、本発明のエーロゾルを特に好まし
い硫酸水素塩（hydrogen sultate）で富化することを達成するために十分な二酸化硫黄が
多くの場合に存在する。硫酸水素塩の形成は、鉄塩における液体のハロゲン化物ラジカル
への光化学酸化によりそのハロゲン化物成分の減損が完了した時でさえ、エーロゾルの所
望の吸湿性挙動を生起し、それ故エーロゾルそれ自体は例えば実施例２による処方物の如
く、更なる吸湿性の塩成分を含有しない。実施例１による処方物に含有される鉄（III）
塩は既に本来吸湿性である。
【００５７】
　実施例１及び２による処方物は、飛行している放出装置からの運搬ガス流と共に、好ま
しくは通商の定期航空機のジェットタービンの排ガス放出源による運搬ガス流と共に本発
明のエーロゾルの放出に好ましい。これらの運搬ガスはまた二酸化硫黄を含有し、運搬ガ
ス中のその含量は灯油燃料中の硫黄含量の上昇によって簡単に増大させ得る。本発明の塩
エーロゾルは、塩エーロゾルが有利な吸湿特性を得るような程度までこれによって硫酸水
素塩で富化し得る。
【００５８】
　海洋における固定構造体から又は移動中の船舶から放出されるエーロゾルは海水の噴霧
化によって好ましくは製造され、該エーロゾルに鉄及び／又はカルボキシレートのみを3.
5％及びそれ以下であるその天然塩含量まで更に添加する。処方物３～５はそのための実
施例である。然しながら、二酸化硫黄の添加は三価の鉄塩の酸化別（III）水和物への加
水分解を大きく抑制するために好ましい。
【００５９】
　処方物８及び９は本発明の塩エーロゾルを形成できる懸濁物の実施例である。
【００６０】
　ガス又は蒸気から製造したエーロゾルはガス状の又は気化した塩前駆体から専ら製造さ
れる。四塩化ケイ素中の四臭化ケイ素の溶液を除いては、これらの化合物は四塩化ケイ素
と塩化鉄（III）との低い相互の溶解度の故に且つ四塩化ケイ素とシュウ酸又はギ酸との
間の固体沈澱物との化学反応の故に共通の溶液から気化されないのが好ましい。塩化オキ
サル、塩化ホルミル、四塩化ケイ素及び四臭化ケイ素は十分な相互溶解度を特徴としてい
るのでこれらの化合物は共通の溶液からさえも気化し得る。
【００６１】
　1991年のピナツボ火山の噴火の火山灰中の鉄含量即ち塩化鉄、臭化鉄及び硫酸鉄により
、対流圏のメタン及びCO2濃度の低減により、鉄塩エーロゾルによる温室ガスの分解速度
の大きさは、次を考慮して大まかに評価し得る：
　イ）低い鉄塩含量を有する天然の火山灰と対比すると本発明で製造した純粋な鉄塩エー
ロゾルの本質的に高い反応性、
　ロ）本発明で製造した塩エーロゾルに関して、比較的多孔質の火山灰と比較して大気中
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で何倍もの長い滞留時間、
　ハ）暗色の随伴鉱物及びそれらの大きな内部表面の故に日光に対して相対的に非透明性
である小さな気泡のガラス構造体、
　本発明で製造した鉄ハロゲン化物エーロゾルによる特定のメタン分解は火山灰のそれよ
りも何倍も高い。この算出によると、鉄ハロゲン化物エーロゾル中の１Kgの鉄は、光分解
で誘発される酸化及び植物プランクトン増殖の促進により約10ｔのメタンと60ｔの二酸化
炭素を分解し得る。
【００６２】
　ヒトの活動故に大気に入来する年々の地球規模の温室ガス質量はCO2当量につき約25,00
0,000,000ｔである。世界的な鉄ハロゲン化物エーロゾルとして100,000ｔの鉄の経済的に
容易に生産し得る地球規模の毎年の放出は、この算出によると、アントロポゲニック（an
tropogenic）で放出される温室ガスのＧＷＰ作用を解消するためにこの温室ガス質量の組
成物に対して十分である。
【００６３】
　この用心深い算出において、更なる温室因子の分解から生じる別段の冷却効果は考慮し
ていない：
　イ）本発明の臭素、塩素及び鉄の放出物との化学反応によりオゾン、媒煙及び二酸化炭
素の対流圏濃度の除去、
　ロ）本発明の臭素、塩素及び鉄の放出物により物理的に惹起される地球規模の日光反射
の増大。
【００６４】
　それ故対流圏の加熱傾向を逆転するに要する年々の質量装填量は鉄塩エーロゾルとして
鉄につき100,000ｔより実質的に小さいと予期される。
【００６５】
　活性元素含有ハロゲン化物エーロゾルと本発明により対流圏で維持しようとする時間量
及び／又は所要の年々のハロゲン化物エーロゾル質量装填量（mass load）は相異なる測
定法により評価できる、評価のための１つの可能性は、活性元素含有塩エーロゾルによっ
てメタン、二酸化炭素、一酸化炭素、オゾンの群からの少なくとも１つの温室ガスの既定
質量の除去の完了である。この測定法は本発明の方法で言わゆる温室ガス放出の証明書の
生成に役立つ。
【００６６】
　放出される活性元素含有エーロゾルを測定する別の可能性は地球気候目標の協同で且つ
直接的な達成である。本発明の方法はハロゲン化物エーロゾル及び／又はその前駆体物質
の製造及び放出のための幾つかの設備で行なうのが好ましい。これらの設備は最初不確定
な量の時間の間操作される。これらの設備で製造される鉄含有塩エーロゾルで放出される
鉄装填量は２年の期間100,000ｔ／年の合計量で最初から予備設定されるのが好ましい。
この２年の範囲内では、対流圏へのエーロゾルの放出が行われる間、対流圏の及び海洋の
気候関連パラメーターの行程は既に存在する地球の測定場所に従がう：
　イ）年々の平均気温の低下、沈滞（stagnation）、緩慢な増大又は未減幅の（undampen
ed）増大（対流圏）、
　ロ）メタン含量の低下、沈滞、低減した増大又は未減幅の増大（対流圏）、
　ハ）二酸化炭素含量の低減又は沈滞（対流圏）、
　ニ）一酸化炭素含量の低下、沈滞、低減した又は未減幅の増大（対流圏）、
　ホ）暗色炭素粒子（媒煙及び腐植物質型炭素富化エーロゾル）の含量の低下、沈滞、低
減した又は未減幅の増大（対流圏）、
　ヘ）オゾン含量の低下又は沈滞（対流圏）、
　ト）塩素濃度の増大又は沈滞（対流圏）、
　チ）臭素活性元素濃度の増大又は沈滞（対流圏）、
　リ）鉄活性元素濃度の増大又は沈滞（対流圏）、
　ヌ）一定の又は増大する雲の被覆の結果として地球の雲反射の増大又は沈滞（対流圏）
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　ル）一定の又は増大する特定の雲反射の結果として地球の雲反射の増大又は沈滞（対流
圏）、
　オ）世界の海洋中のクロロフィル含量の増大又は沈滞（海洋）。
【００６７】
　これらのパラメーターは対流圏の組成の制御に役立ち且つ同時に鉄装填量が100,000ｔ
／年に限定される２年の期間後の絶えず地球規模で放出すべき鉄装填量の調節に役立つ。
メタン及びCO2含量が沈滞するならば、次の２年の期間は100,000ｔ／年の鉄装填量を維持
できる。メタン及びCO2含量が下落しているならば、鉄装填量は下傾の勾配に応じて、次
の２年の期間は50,000～90,000ｔ／年の値に低減される。メタン及びCO2含量が増大して
いるならば鉄装填量は増大の勾配に応じて次の２年の期間は250,000～400,000ｔ／年の値
に上昇される。
【００６８】
　毎年放出される鉄装填量の値及び気候パラメーターが一般に許容される平衡条件に定置
されるまでこの要領で進行する。
【００６９】
　メタンで押進める温室ガス能力は、二酸化炭素温室ガス能力よりも本発明の方法でより
有効に減少されるので、本発明の方法と並行してテラープレタ（Terra-Preta）法の如き
持続した効果を有する既知方法の１つ又はそれ以上で二酸化炭素を分解するのが有利であ
る。
【００７０】
　国際公開第WO 03／013698 A2号、WO 2008／006364号及び独国出願公開10 2009 004 281
 A1のＰＣＴ刊行物による対流圏を冷却する目的のため酸化物エーロゾルの燃焼技術に基
いた製造の既に許可された方法を本願の主題である方法と組合せるのが特に有利である。
【００７１】
　本発明の方法の有利な応用は沖合の風力設備で可能である。拡大された風広場で生起す
るか又は沖合の風力設備で一般に夜通し生起する過剰の電気エネルギーは海水の電解に用
い得る。得られる電解的に形成した臭素含有塩素ガスは次いで対流圏に直接放出できる。
　該ガスは、メタンを低減し且つオゾンを分解するのに対流圏にある本発明の方法の鉄塩
エーロゾルと協同して特に作用する。
【００７２】
　然しながら、対流圏で出来るだけ早く又はより良くは担体ガス流内で活性元素を好まし
い形の吸湿性塩エーロゾルに転換するのが特に有利である。何故ならば温度ガスの分解は
反射する雲の形成と同時に生起するからである。それ故電解的に生成したハロゲンを用い
るかあるいは鉄及びハロゲン含有ガスの処方物用に直接他の既知の化学的方法によりハロ
ゲンを用いしかも次いでこれを対流圏に放出するのが好ましい。これによって、塩素及び
加熱した金属鉄から塩化鉄（III）の形成の一般に既知の方法及び／又は塩素及び加熱し
た元素態ケイ素から四塩化ケイ素の製造の一般に既知の方法により生起する。これらの方
法は高度に発熱性であるので塩化鉄（III）及び四塩化ケイ素は更なる熱の入力なしにガ
ス状で製造でき次いで個々に又は一緒に担体ガスに添加できる。
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